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過越の祭りの中の安息日の翌日は初穂の日、大麦の初穂（生のまま）。その50日後は、七週の祭りで、小麦
の初穂の収穫（パンに焼いてささげる）。この二つは、アダムとノアに与えられた最初の契約とアブラハム
そしてモーセ、ダビデに与えらえた祭司の民の契約に該当するという見方はありますか？

大麦から小麦へ、全人類から祭司の民へ：初穂
の祭りにおける契約神学の類型論的考察

 

この論考は、イスラエルの祭儀暦における過越の祭りから七週の祭り（シャブオット）に至る50日間の「初
穂の捧げ物」が、神の契約史における二つの主要な段階を類型論的に反映しているという神学的仮説を探求
しています。具体的には、最初に捧げられる大麦の初穂（オメル）が、全人類を対象とした普遍的契約（ア
ダム、ノア）に対応し、50日後に捧げられる小麦のパン二つ（シュテイ・ハ・レヘム）が、イスラエルを
「祭司の王国」として召し出す特定的契約（モーセ契約）に対応するという構造を論証しています。素材の
「自然から文化へ」の変化や、霊的状態の「未成熟から成熟へ」の移行といった典礼的進展が、契約神学に
おける「基盤の確立から使命の賦与へ」という進展と驚くほど一致している点を指摘し、この類型論が聖書
的世界観の内的な論理を解き明かすための強力な解釈学的枠組みを提供すると結論付けています。

 

序論  
 

聖書神学の領域において、イスラエルの典礼暦と、神が人類およびご自身の選ばれた民と結ばれた一連の契
約との間に存在する深遠な共鳴関係は、長きにわたり神学的探求の豊かな源泉であり続けてきた。本稿が取
り組むのは、この共鳴関係の中でも特に示唆に富む一つの問いである。すなわち、過越の祭り（ペサハ）か
ら七週の祭り（シャブオット）へと至る50日間のうちに捧げられる二つの異なる初穂の捧げ物が、神の契約
史（Heilsgeschichte）における二つの主要な段階、すなわち全人類を対象とする普遍的契約から、イスラエ
ルを「祭司の民」として召し出す特定契約への移行を、類型論的に反映しているのではないかという視点で
ある。

利用者の提起したこの問いは、過越の祭りの安息日の翌日に捧げられる大麦の初穂（生のままに近い状態）
が、アダムおよびノアと結ばれた原初的・普遍的契約に対応し、その50日後に捧げられる小麦の初穂（パン
に焼かれた状態）が、アブラハム、モーセ、ダビデを通してイスラエルを祭司の民として形成した特定契約
に対応するという、精緻な神学的マッピングの可能性を探るものである。

本稿の目的は、この類型論的並行性が、単なる偶然の一致やこじつけの解釈ではなく、ヘブライ語聖書の象
徴的言語体系およびその主要な解釈の伝統に深く根差した、神学的に一貫性のある洞察に満ちた枠組みであ
ることを論証することにある。この仮説は、教義的に定式化されたものではないかもしれないが、イスラエ
ルの礼拝が、創造と贖いに関する神の計画の展開についての彼らの理解を、いかに儀式的に再演し、国民の
記憶に刻み込んできたかを明らかにする強力な解釈学的鍵を提供するものである。

本稿の構成は以下の通りである。まず、オメルの捧げ物からシャブオットの捧げ物へと至る典礼的・象徴的
進展を詳細に分析する。次に、創造に関する普遍的契約から選びに関する特定契約への神学的進展を概説す
る。最後に、これら二つの進展を統合し、提示された類型論の妥当性と神学的深度を評価することで、問い
に対する包括的な回答を提示する。本分析は、英語およびヘブライ語の学術的リソースを中心に、ラビ文
献、ユダヤ教神秘主義思想、そして現代の聖書学の知見を渉猟し、多角的な視点からこの問いにアプローチ
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する。

 

典礼的進展：過越の祭りから七週の祭りへ  
 

過越の祭りから七週の祭りに至る50日間の期間は、単なる時間の経過ではなく、捧げ物の素材とその象徴性
において劇的な変容が見られる、一つの連続した典礼的ドラマとして理解されなければならない。この期間
は、大麦という素材から小麦へ、自然の産物から文化の産物へ、そして霊的未成熟から成熟へと至る、イス
ラエルの民の変容の物語を儀式的に描き出している。

 

オメルの捧げ物：大麦の初穂  

過越の祭りの期間中に行われるオメルの捧げ物は、この50日間の霊的旅路の出発点となる極めて重要な儀式
である。

儀式の文脈  

この捧げ物は、ヘブライ語で「コルバン・ハ・オメル」（）として知られ、その規定はレビ記23章9-14節に
詳述されている 1。儀式の中核をなすのは、その年に最初に収穫された大麦の穂から「オメル」儀式の挙行
日については、聖書に「安息日の翌日」（, mimochorat ha-shabbat）と記されていることから、古来より解
釈上の論争が存在した。ファリサイ派に由来するラビ・ユダヤ教の伝統では、ここでの「安息日」とは過越
の祭りの初日（ニサン月15日）を指す特別な「聖なる日」としての安息日と解釈し、捧げ物はその翌日であ
るニサン月16日に行われるべきであると定めた 5。これに対し、サドカイ派や後代のカライ派は、これを文
字通り週の第七日目である安息日（土曜日)と解釈し、捧げ物は常に過越の祭りの期間中の日曜日に行われる
べきだと主張した 1。ラビ的伝統が主流となったことで、ニサン月16日が定着し、この日から七週の祭りに
向けての50日間の計算が開始されることとなった。

ミシュナー（メナホット篇10章）によれば、この儀式は極めて公的かつ荘厳な手続きを経て行われた 2。祭
りの前日、サンヘドリンの使者たちがエルサレム近郊の畑に出向き、収穫しやすいようにまだ地面に繋がっ
ている大麦の穂を束ねておく 4。そして過越の祭りの初日が終わった夜、近隣の村人たちが見守る中、3人の
男が3つの鎌で3つの籠に大麦を収穫する 7。この公の儀式は、サドカイ派の解釈を退け、ラビ的伝統の正当
性を強調する意図も含まれていた 1。

収穫された大麦は神殿の中庭に運ばれ、そこで脱穀、ふるい分け、火での焙煎、そして製粉という一連の加
工が施される 2。最終的に得られた大麦粉の中から十分の一が取り分けられ、油と乳香が加えられた後、祭
司によって「揺り動かす捧げ物」（, tenufah)として東西南北および上下に揺り動かされる。この動作は、全
世界の主権者である神を承認する象徴的行為であった 2。この捧げ物が完了して初めて、その年に新たに
実った穀物（

, chadash)を民衆が個人的に消費することが許可された 4。

 

神学的象徴性  
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オメルの捧げ物における大麦の使用は、深い神学的象徴性を帯びている。複数のラビ文献は、大麦（,
se'orah）が主として動物の飼料であるのに対し、小麦（, chittah）は人間の食料であるという区別を明確に
している 10。この区別に基づき、大麦の捧げ物は、エジプト脱出直後のイスラエルの民の霊的状態を象徴し
ていると解釈される。彼らは肉体的には奴隷状態から解放されたものの、霊的には未だ洗練されておらず、
「粗野で動物に似た」状態にあった 7。彼らの自由は、深い知的・霊的理解（「味 ta'am v'daat)を伴わな
い、基本的な服従のレベルにあり、それは加工されていない生の素材としての可能性そのものであった 8。

この捧げ物が持つ意味は、単なる収穫感謝に留まらない。それは、神の摂理に対する信仰告白という、より
根源的なテーマに繋がっている。この儀式は、荒野でイスラエルの民に与えられた「マナ」と直接的な関連
性を持つ。荒野において、民は一人当たり一日一オメルのマナを奇跡的に与えられていた 11。約束の地に入
り、この奇跡的な供給が止み、自らの労働による農業に依存するようになった時、彼らが収穫物を口にする
前に行うべき最初の行為が、一オメルの大麦を捧げることであった。この行為は、人間の労働によって生み
出された食料でさえも、その根源においては神からの賜物であることを再確認させるものであった 4。した
がって、オメルの捧げ物は、二つの異なる神の供給様式（奇跡的なマナと農業による収穫）の間に神学的な
橋を架ける役割を果たす。それは、人間の労働を神の恵みの下に置き、神の摂理への信仰を約束の地での生
活の基盤として確立する儀式なのである。この信仰の確立こそが、シナイ山で律法（トーラー）を授かるた
めの霊的旅路に乗り出すための、必要不可欠な前提条件であった。

 

オメルを数える期間：霊的成熟への道程  

 

オメルの捧げ物に続く49日間の期間は、「セフィラット・ハ・オメル」（、オメルを数えること)として知ら
れ、過越の祭りと七週の祭りを結びつける重要な役割を担う。

 

49日間の計数  

 

この計数は、レビ記23章15-16節で命じられており、エジプトからの肉体的解放（過越の祭り）と、シナイ
山での律法の授与（, Matan Torah）という霊的解放と国家的使命の賦与（七週の祭り）とを明確に結びつけ
ている 12。この期間は、単なる受動的な待機期間ではなく、律法を授かることへの熱烈な期待と、それにふ
さわしい者となるための霊的準備の期間として理解される 12。過越の祭りで得た肉体的自由は、シナイで与
えられる霊的自由と国家的使命において、その究極的な目的を見出すのである 5。

ユダヤ教神秘主義（カバラー）の伝統では、この49日間は自己を洗練させるための49段階のプロセスとして
構造化されている。7週間の各週は、神の流出属性である10のセフィロトのうち、下位の7つ（例えば、慈愛
を意味する「ヘセド」、峻厳を意味する「ゲブラー」、美を意味する「ティファレト」など)にそれぞれ対応
づけられ、毎週特定の属性を瞑想し涵養することで、段階的な霊的上昇が可能になるとされる 12。

この49日間は、単に待つだけの期間ではなく、積極的な霊的浄化のプロセスであった。ラビの伝承によれ
ば、イスラエルの民はエジプトでの奴隷生活の間に49の「不浄の段階」にまで沈んでいたとされ、オメルを
数える一日一日が、これらの不浄の段階から一つずつ上昇していく過程を象徴している 6。この視点から見
ると、典礼の進行そのものが、因果関係を持つ一つの物語を形成していることがわかる。物語は、イスラエ
ルの民が奴隷状態にあった時の低い「動物的」な霊的状態を象徴する大麦の捧げ物から始まる 7。そして、
その目的地は、より高い霊的能力を要求される律法の授与、すなわちシャブオットである 5。この二つの点
を結ぶ49日間の計数は、罪を浄め、純粋さを獲得するための霊的なるつぼとして機能する 6。したがって、
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「セフィラット・ハ・オメル」は、解放された奴隷の集団（大麦のような生の素材）を、神との契約を締結
し、神聖な憲法を授かるにふさわしい民（小麦パンのような洗練された製品）へと変容させるための、必要
不可欠なプロセスなのである。

 

シャブオットの捧げ物：小麦のパン二つ  

 

50日間の霊的旅路の頂点に位置するのが、七週の祭り（シャブオット）に捧げられる「二つのパン」の捧げ
物である。これは、オメルの捧げ物とは対照的な象徴性に満ちている。

 

儀式の文脈  

 

50日目にあたる七週の祭り（, Chag HaShavuot）には、「新しい穀物の捧げ物」（, minchah chadashah）が
神殿に奉納された 7。この捧げ物は、ヘブライ語で「シュテイ・ハ・レヘム」（、「二つのパン」)と呼ば
れ、その年に最初に収穫された小麦から作られた二つのパンで構成されていた 10。

この捧げ物の最も際立った特徴は、祭壇に捧げられるものとしては例外的に、パン種（酵母）すなわち「ハ
メッツ」（）を入れて焼かれていたことである 8。これは、過越の祭りで食される種なしパン（マッツァー)
とは正反対であり、その象徴的意味合いは極めて重要である。

これらのパンは、共同体の「和解の捧げ物」（, shelamim)として捧げられる二頭の子羊と共に、神の前で揺
り動かされた 10。これは、民全体が神との平和な関係にあることを示す共同体的な儀式であった。

 

神学的象徴性  

 

シュテイ・ハ・レヘムの各要素は、シナイ山での出来事を豊かに象徴している。

人間の成熟を象徴する小麦: 人間の主要な食料である小麦は、シナイ山でイスラエルが到達した霊的
成熟と知的能力を象徴する 10。彼らはもはや動物的な本能ではなく、神的な事柄に対する理解と
「味」（）に基づいて行動する民となったのである 8。
二つのパン: この「二」という数には、複数の解釈が存在する。ラビの有力な見解の一つは、これら
がシナイ山で授けられた契約の二枚の石板、あるいはより広義には、成文律法（, Torah she-bi-
khtav）と口伝律法（, Torah she-be'al peh)を象徴するというものである 9。また、メシアニック・
ジューの間では、ユダヤ人と異邦人が一つの民として結合されることを預言的に示すものと解釈され
ることもある 16。
パン種（ハメッツ）: 聖書においてパン種はしばしば罪や堕落の象徴として用いられるため（38）、
この捧げ物におけるその存在は特に注目に値する。しかし、ここでは肯定的に解釈される。それは、
律法に対する聖化された誇りを象徴し得る 8。また、人間の「悪しき衝動」（, yetzer hara）でさえ
も、律法を通して善のために用いることができるという、人間の性質そのものの昇華と聖化を意味す
るとも考えられる 8。さらに、不完全で「膨らんだ」状態にある人間性が、ありのままの姿で神に受
け入れられることを示すという解釈もある 16。
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捧げ物の形態そのものが、それが記念する出来事の本質を完璧に表している。生のままの大麦の束から、焼
かれた小麦のパンへの移行は、単なる素材の変化ではない。それは、自然の産物から文化の産物への移行で
ある。オメルの捧げ物は、ほとんど加工されていない大麦であり、自然が直接与える賜物である 2。一方、
シュテイ・ハ・レヘムは、収穫、脱穀、製粉、ふるい分け、油とパン種との混合、捏ね、そして焼成とい
う、人間の高度な技術と労働を必要とする複雑な文化的創造物である 8。シャブオットが記念するのは、イ
スラエルの民を放浪の部族から秩序ある社会へと変容させた、究極の文化的・法的枠組みである律法の授与
である。したがって、加工され、文化的に形成された捧げ物の形態そのものが、神によって定められた国家
的文化の確立という、それが記念する出来事の完璧な類型論的表現となっているのである。

 

契約史的進展：普遍的契約から祭司の民の契約へ  
 

イスラエルの典礼暦に見られる進展と並行して、聖書の物語は、神の契約における関与の仕方が、全人類を
対象とする普遍的なものから、イスラエルという特定の民に焦点を当てるものへと移行していく様子を描き
出している。この神学的進展を理解することは、初穂の祭りの類型論的解釈の妥当性を評価する上で不可欠
である。

 

基礎となる普遍的契約：アダムとノア  

 

聖書の物語の冒頭には、特定の民族に限定されず、全人類、ひいては被造物全体に向けられた契約が存在す
る。これらは、後に続く贖いの物語の舞台を設定する、基礎的な契約である。

 

範囲と性質  

 

これらの契約は、その適用範囲において普遍的である。アダム契約は、しばしば創世記1-3章（およびホセア
書6章7節）から推論され、創造における人類の役割と責任（「支配の委任」）および罪の結果を定めるもの
であり、全人類に適用される 18。ノア契約（創世記9章）は、大洪水の後、神が二度と洪水によって全生命
を滅ぼすことはないと一方的に約束されたものであり、その対象はノアとその子孫だけでなく、地の全ての
生き物、そして地そのものにまで及ぶ 18。この契約は、季節の循環や昼夜の別といった自然秩序の安定性を
保証するものであり、本質的に

保存の契約である。

 

神学的目的  

 

これらの普遍的契約の主たる目的は、贖罪そのものではなく、神とその被造物との間の根本的かつ基本的な
関係を確立することにある。これらは、後の特定の贖罪的契約が展開されるための、安定した文脈を提供す
る土台として機能する 21。
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これらの普遍的契約は、単に救済史の初期段階というだけでなく、存在そのものの「文法」を確立するもの
と理解できる。特にノア契約は、被造物に対する神の「勅許」または憲章として機能し、世界が再び混沌に
逆戻りしないことを保証する 24。この保証は、後に続く全ての契約にとって必要不可欠な前提条件となる。
大洪水が創造の解除、混沌への回帰を意味するとすれば、ノア契約は、神が創造の秩序を維持し、生命を保
存するという一方的な約束である 21。この物理的・道徳的な世界の安定性が保証されなければ、アブラハム
に約束された土地、子孫、祝福といった事柄は何の意味も持たなくなる。したがって、普遍的契約は、特定
契約に時間的に先行するだけでなく、それらの論理的かつ神学的な基盤を形成している。特定の贖罪契約が
その物語を演じるためには、普遍的な保存契約という舞台が必要なのである。

 

選びの特定契約：アブラハム、モーセ、ダビデ  

 

普遍的契約によって確立された舞台の上で、神の計画は、全人類から特定の家系、すなわちイスラエルの民
へと焦点を絞っていく。

 

範囲と性質  

 

これらの契約は、特定の個人（アブラハム、モーセ、ダビデ）とその子孫と結ばれ、神の関与の範囲を全人
類からイスラエルへと狭める 18。

アブラハム契約: 土地、偉大な国民となること、そしてアブラハムの「子孫」を通して地の全ての国
民が祝福されることを約束する 20。この契約は、神の一方的な約束に重きが置かれ、大部分が無条件
的である。
モーセ契約: シナイ山で与えられたこの契約は、「もしあなたがたが、まことにわたしの声に聞き従
い…」という言葉に示されるように、条件付きの性質を持つ 18。これは、神の選民としてどのように
生きるべきかを規定する律法（トーラー）を、国民の憲法として与えるものである。
ダビデ契約: ダビデとその子孫に、永遠に続く王朝と王座を約束する 21。

 

神学的目的  

 

これらの特定契約の目的は、神が世界に対する贖いの計画を遂行するための器として、イスラエルという特
定の民を形成することにある。これは、選びと使命の契約である。

 

モーセ契約と「祭司の王国」  

 

特定契約の中でも、シャブオットが直接記念するのはモーセ契約であり、この契約を通してイスラエルは独
自の召命を与えられた。
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シナイの神顕現  

 

シャブオットは、シナイ山で律法が授与され、イスラエルが神の統治下にある一つの国民として正式に設立
された出来事を記念する祭りである 10。

 

イスラエルの独自の召命  

 

律法授与の直前、出エジプト記19章5-6節において、神はイスラエルの民のアイデンティティと目的を次のよ
うに定義された。「あなたがたは、すべての国民の中でわたしの宝（, am segulah）となる。…あなたがた
は、わたしにとって祭司の王国（, mamlechet kohanim）、聖なる国民（, goy kadosh)となる」28。これは、
単なる特権的な地位ではなく、世界に対する責任を伴う使命であった 28。

 

律法の役割  

 

律法は、イスラエルがこの祭司的召命を実践するための具体的な手段であり、諸国民に対する神の義と聖の
模範として機能することが期待された 21。シュテイ・ハ・レヘムのような共同体の捧げ物は、この国家的ア
イデンティティの集団的表現であった 35。

モーセ契約の構造は、古代近東で一般的であった「宗主・臣下契約」の形式と著しい類似性を持つことが指
摘されている 24。これは、大王（宗主）が、より力の弱い王（臣下）と結ぶ条約であり、普遍的な「勅許」
としてのノア契約とは性質を異にする。ノア契約が神から被造物全体への一方的な約束（勅許）であるのに
対し、モーセ契約は、神がイスラエルに課した規定、従順に対する祝福、不従順に対する呪いを含む双務的
な関係（条約）を特徴とする 18。この条約の構造は、関係性、義務、そして条件付きの履行を強調する。そ
して、人間の複雑な要素（意志、不完全さ、努力）を象徴するパン種を含んだシュテイ・ハ・レヘムの捧げ
物は、この「条約」関係の参加的かつ条件付きの性質を完璧に反映している。これは、無条件の「勅許」を
象徴するかもしれない自然のままの捧げ物とは対照的である。

 

統合と分析：類型論的マッピングの妥当性  
 

これまでの分析で、典礼的進展と契約史的進展という二つの軌跡を個別に検証してきた。本章では、これら
二つの糸を織り合わせ、利用者が提示した仮説、すなわち初穂の祭りと聖書的契約との間の類型論的マッピ
ングの妥当性を直接評価する。

 

類型論的並行性の構造化  
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特徴
(Feature)

オメルの捧げ物 (Omer
Offering)

普遍的契約 (Universal
Covenants)

シャブオットの捧げ物
(Shavuot Offering)

祭司の民の契約
(Priestly Covenant)

順序 (Order)
始まり、基礎 (Beginning,
Foundational)

始まり、基礎 (Beginning,
Foundational)

完成、成熟 (Culmination,
Mature)

完成、使命
(Culmination, Mission)

素材
(Material)

大麦 (Barley) - 動物の糧 (Animal
Feed)

全人類/被造物 (All
Humanity/Creation)

小麦 (Wheat) - 人間の糧
(Human Food)

イスラエル - 選ばれた民
(Israel - Chosen People)

状態 (State)
生、未加工 (Raw, Unprocessed)
- 自然 (Nature)

原初的状態 (Primal State) - 創
造 (Creation)

パン、加工済 (Bread,
Processed) - 文化 (Culture)

形成された国民
(Formed Nation) - 律法
(Law)

象徴性
(Symbolism)

基礎的生命、未成熟な霊性
(Basic Life, Immature
Spirituality)

生命の維持、宇宙の安定
(Preservation of Life, Cosmic
Stability)

理性的生命、成熟した霊性
(Rational Life, Mature
Spirituality)

聖なる生活、神への奉仕
(Holy Life, Service to
God)

契約の型
(Covenant
Type)

(類型的に) 無条件的「勅許」
(Typologically) Unconditional
"Grant"

無条件的「勅許」
(Unconditional "Grant")

(類型的に) 条件付き「条約」
(Typologically) Conditional
"Treaty"

条件付き「条約」
(Conditional "Treaty")

議論を明確にするため、二つの進展の間に見られる並行性を以下の比較表にまとめる。この表は、単なる情
報の要約ではなく、本分析の中心的な論理構造を視覚化するものである。

表1：初穂の捧げ物と契約段階の類型論的並行性

この表は、提示された類型論が多層的なレベルで一貫性を持っていることを示唆している。各項目につい
て、以下で詳述する。

 

オメルの捧げ物と普遍的契約の接続  

 

オメルの捧げ物と普遍的契約（特にノア契約）との間の接続は、「基盤」と「保存」という共通のテーマに
基づいている。

生のままの大麦の捧げ物は 2、物理的な生命の基盤である、普遍的かつ基本的な糧を象徴している。これ
は、物理的な生命の保存と自然界の安定性を保証するというノア契約の目的に直接的に共鳴する 21。イスラ
エルの民が、自らの労働による収穫物を享受する前に、まずオメルの捧げ物を行わなければならなかったよ
うに 4、神の贖いの歴史が展開されるためには、まず普遍的契約によって安定した世界が保証されていなけ
ればならない。オメルの捧げ物は、この根源的な現実、すなわち神が創造世界の維持者であるという事実に
対する、典礼的な承認行為なのである。それは、特定の召命や使命以前の、存在そのものの基盤を感謝する
儀式と言える。

 

シャブオットの捧げ物と祭司の民の契約の接続  

 

シャブオットの捧げ物と、イスラエルを祭司の民として設立した契約（特にモーセ契約）との間の接続は、
より強力かつ伝統の中で明確に示されている。

第一に、シャブオットが「マッタン・トーラー」（律法授与）の祭りであることは、ユダヤ教の伝統におい
て疑いの余地がない 12。そして、律法授与こそが、イスラエルがモーセ契約を受け入れ、「マムレヘット・
コハニム」（祭司の王国）としての召命を与えられた決定的瞬間であった 28。
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第二に、捧げ物の形態そのものが、この契約の本質を象徴している。人間の文化と知性の産物である小麦の
パンは 8、イスラエルをその祭司的アイデンティティへと形成する、神と人間の共同作業による文化的産物
である律法の、完璧な象徴である。

第三に、パン種（ハメッツ）を含んでいるというユニークな特徴は、モーセ契約の「条約」としての性質、
すなわちその条件的かつ参加的な性格を象徴している。この契約は、人間の側の完全な関与、すなわち知
性、意志、そして律法によって聖化された「悪しき衝動」さえも動員することを要求する 8。生の自然物を
捧げるのではなく、人間の営為が深く関与した加工品を捧げることは、神とイスラエルとの間の双務的でダ
イナミックな関係性を儀式的に表現しているのである。

 

提示された類型論の評価  

 

以上の分析に基づき、提示された類型論の妥当性を評価する。

 

強み  

 

この類型論は、顕著な神学的一貫性を示している。自然から文化へ、普遍から特定へ、基盤から使命へとい
う並行的な進展は、恣意的なものではなく、聖書本文の象徴的言語と、特にラビ文献に見られるその解釈か
ら有機的に立ち現れてくる。特に、大麦と小麦を霊的進歩のメタファーとして用いる解釈は、複数の資料に
よって裏付けられている 5。この枠組みは、イスラエルの典礼生活が、彼らの契約理解と分かちがたく結び
ついていたことを浮き彫りにする。

 

限界  

 

一方で、この類型論には留意すべき点もある。オメルをノア契約に、シャブオットをモーセ契約に、という
形での明確な一対一の対応付けは、主要なラビ文献や現代の学術文献において、定式化された教義として明
示的に述べられているわけではない。これは、既存の象徴的要素（大麦、小麦、パン種など）と契約神学の
理解を統合して構築された、神学的構成物であり、解釈学的洞察である。つまり、この類比を構成する個々
の要素は十分に支持されているものの、それらをこのように直接的に連結させる行為そのものが、一つの神
学的解釈作業なのである。

 

分析の結論  

 

以上の点を踏まえると、利用者の提示した見解は、有効かつ洞察に富んだ神学的読解であると結論付けられ
る。それは、典礼サイクルと契約史の間に存在する深い構造的相同性を正しく見抜き、イスラエルの礼拝
が、創造と贖いに関する神の展開する計画を、いかに儀式的に体現していたかを明らかにしている。この類
型論は、教義としてではなく、聖書の世界観の内的論理を照らし出すための強力な解釈学的枠組みとして、
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その価値を十分に有している。

 

結論  
 

本稿は、過越の祭りから七週の祭りに至る期間に捧げられる初穂の捧げ物と、聖書における神の契約史との
間に存在する類型論的関連性について、包括的な分析を行った。

分析の結果、まず、オメルの捧げ物（生に近い大麦）からシャブオットの捧げ物（パン種を入れて焼かれた
小麦のパン）への典礼的進展が、エジプトからの肉体的解放からシナイ山での国家的・祭司的召命の受諾へ
と至る、イスラエルの霊的旅路を象徴する強力なメタファーとして機能していることを確立した。この移行
は、未加工の自然から加工された文化へ、動物的な糧から人間的な糧へ、そして未成熟な霊性から成熟した
霊性への変容を描き出している。

次に、神の契約の神学的進展を概観し、それが被造物全体を対象とする普遍的・基礎的な保存の契約（アダ
ム契約、ノア契約）から、イスラエルという特定の民を選び、彼らに世界に対する使命を与える特定的・召
命的な選びの契約（アブラハム契約、モーセ契約）へと移行していくことを確認した。

これら二つの進展を統合した結果、両者の間に深遠かつ一貫した類型論的並行性が存在することが明らかに
なった。基礎的かつ自然な生命を象徴するオメルの捧げ物は、創造の秩序を保存する普遍的契約の性質とよ
く対応している。一方、成熟し、文化的に形成され、契約によって定義された生命を象徴するシャブオット
の捧げ物は、イスラエルを「祭司の王国」として形成したモーセ契約と直接的に対応している。

したがって、利用者が提示した特定の枠組み（オメル＝普遍的契約、シャブオット＝祭司の民の契約）は、
標準的かつ明示的に定式化された教義ではないかもしれないが、ヘブライ語聖書における典礼、農業生活、
そして契約神学の深い統合を照らし出す、正当かつ神学的に豊かな解釈であると結論付けられる。イスラエ
ルの民にとって、年ごとの祭りのサイクルは、単に過去の歴史的出来事を記念するだけでなく、神の贖いの
計画の構造そのものを、共同体の生活の中に儀式的に刻み込む行為だったのである。
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